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毎
週
木
曜
日
午
後
、一
般
公
開
実
施
中
！

二
階
Ｅ
コ
ー
ナ
ー
に
、歴
代
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
融
着
接
続
機 

続
々
登
場
！

三
月
、一
階
と
三
階
を
つ
な
ぐ
パ
ラ
ボ
ラ
通
信
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
お
目
見
え
！

平
成
二
十
二
年
十
月
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
所
蔵
の
史
料
三
点
が
、国
立
科
学
博
物
館
に
よ
り
世
界
の
移
動
体
通
信
技
術
の

基
盤
を
作
っ
た
価
値
あ
る
技
術
と
認
め
ら
れ「
重
要
科
学
技
術
史
資
料（
愛
称 

未
来
技
術
遺
産
）」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　移
動
体
通
信
の
中

で
最
も
古
い
歴
史
を

も
つ
船
舶
電
話
サ
ー

ビ
ス
。一
九
五
九
年
に

電
電
公
社
の
関
連
会

社 

日
本
船
舶
通
信
㈱

に
よ
っ
て
始
ま
り
ま

し
た
。一
九
六
四
年
に

は
手
動
交
換
方
式
と

な
り
、全
国
沿
岸
で
の
通
話
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。本

機
は
、手
動
交
換
方
式
サ
ー
ビ
ス
時
の
も
の
。

　一
九
七
〇
年
大
阪
万
博 

電
気
通
信
館
で
の
一
般
展
示

を
目
的
に
開
発
。

　約
六
五
万
人
の
来
場
者
が

〝
未
来
の
電
話
機
〞
を
体
験

し
ま
し
た
。こ
の
様
子
が
モ

ニ
タ
ー
さ
れ
、人
さ
し
指
で

は
な
く
親
指
で
ボ
タ
ン
を
押
す
傾
向
や
、通
話
ボ
タ
ン

を
押
し
て「
ツ
ー
」と
い
う
発
信
音
が
す
る
前
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
始
め
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、後
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ

や
携
帯
電
話
の
開
発
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

　海
外
か
ら
の
来
場
者
も
多
か
っ
た
万
博
で
、国
内
外

へ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
技
術
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　一
九
七
九
年
自
動
車
電
話
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
。当
時
、機
器
類

は
す
べ
て
電
電
公
社
か
ら
の
レ

ン
タ
ル
で
、保
証
金
二
〇
万
円
の

ほ
か
、月
額
基
本
料
三
万
円
、通

話
料
が
六
秒
で
十
円
と
非
常
に

高
額
で
あ
っ
た
た
め
、乗
用
車
の

ト
ラ
ン
ク
に
立
つ
オ
レ
ン
ジ
ト
ッ
プ
の
車
載
ア
ン
テ
ナ

は
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　一
九
八
八
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
のTZ803

型
は
、そ

れ
ま
で
自
動
車
の
中
で
し
か
使
え
な
か
っ
た
自
動
車
電

話
を
、外
に
運
び
出
し
シ
ョ
ル
ダ
ー
ホ
ン
と
し
て
の
使

用
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

特
徴

粋
な

構造粋な

　一
九
五
四
年
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時

に
、電
電
公
社
電
気
通
信
研
究
所（
現 

N
T
T
研
究
所
）

は
並
列
演
算
方
式
に
よ
る
実
用
計
算
機
の
試
作
に
着
手

し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、一
九
五
七
年
に
我
が
国
最
初
の
パ
ラ
メ
ト

ロ
ン
計
算
機M

USASIN
O
-1

を
完
成
。パ
ラ
メ
ト
ロ
ン

約
五
、四
○
○
個
が
使
用
さ
れ
、約
千
五
百
万
円
の
試
作

費
用
を
要
し
ま
し
た
。

　

M
USASIN

O
-1

は
、所
内
の
計
算
サ
ー
ビ
ス
に
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、手
作
り
の
試
作
機
で
あ
っ
た
た
め

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
障
害
も
多
く
保
守
運
用
に
多
く
の
労
力

を
要
し
た
こ
と
か
ら
、一
九
六
○
年
ま
っ
た
く
同
じ
論
理

構
成
で
、電
子
交
換
機
用
に
実
用
化
さ
れ
た
眼
鏡
形
パ
ラ

メ
ト
ロ
ン
を
使
用
し
た
商
用
機M

USASIN
O
-1B

を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　同
機
は
、後
に
富
士
通
信
機
製
造
㈱(

現
富
士
通)

に
よ

り
、科
学
計
算
用
中
型
機FACO

M
 201

と
し
て
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
さ
に
、戦
後
の
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
の

原
点
！ 

迫
力
が
感
じ
ら
れ
る
一
品
で
す
！

まだまだある
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パラメトロン計算機
MUSASINO-1B

内
航
船
舶
無
線
電
話
装
置

N
S
-1
 

号 JA
A
-3
3
3

大
阪
万
博
の
携
帯
電
話

（
ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
ホ
ン
）

自
動
車
電
話

ぜ
ひ
実
物
を
見
に
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

T
Z
8
0
3
A

・
重
さ
は
、約
七
百
グ
ラ
ム
。会
場
で
の
相
互
通
話
や

国
内
の
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
が
可
能

・
世
界
の
天
気
予
報
や
万
博
会
場
の
混
雑
情
報
が
聞

け
た
り
電
話
計
算
機
能
も
搭
載

船
か
ら
陸
へ
の
　
　
　
か
け
方

粋
な

・「
圏
外
」「
話
中
」の
消
灯
確
認

・
受
話
器
を
上
げ
、Ａ
圏
・Ｂ
圏
ボ
タ
ン
の
選
択

・
船
舶
台
の
電
話
交
換
手
に
自
局
の
電
話
番
号
と

相
手
先
の
電
話
番
号
を
告
げ
る

・
交
換
手
が
相
手
先
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、相
手
先
が
応

答
す
る
と
回
線
を
接
続

受話器 受話器

ショルダーホン用
クレドル

自動車電話用
クレドル

無線部

肩ベルト

無線部
携帯アンテナと
バッテリー部 車載アンテナ

ショルダーホンとして使う時 自動車電話として使う時

　陸
か
ら
船
へ
か
け
る
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
船
が
い
る
位

置
を
推
定
し
、そ
の
海
域
の
船
舶
台
に
電
話
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。今
で
は
衛
星
電
話
と
な
っ
た
船
舶
電
話
に

も
、こ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　当
館
に
は
、万
博
で
使
用
さ
れ

た
白
タ
イ
プ（
写
真
）と
赤
タ
イ

プ
の
ほ
か
に
、ス
ケ
ル
ト
ン
タ
イ

プ
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　必
見
で
す
！

　肩にかけるといっても、重さは約2.5キロ！これ
では、肩が凝ってしょうがなかったでしょうね。


